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小
野
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

平
成
27
年
度
小
野
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
４
月

５
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
渡
邊
団
長

か
ら
退
団
者
22
名
、
昇
格
者
43
名
、
入
団
者
19
名
の

各
団
員
に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
昇
格
、
入
団
さ
れ
た
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
今
後
と
も
町
の
安
心
安
全
の
た
め
活
動
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

小
野
町
消
防
団
幹
部（
敬
称
略
）

　
　
□
本　

部

　
　
　
　

団　

長　
　
　

渡
邊　

一
雄（
中　

通
）

　
　
　
　

副
団
長　
　
　

須
藤　

昭
雄（
本　

町
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

郡
司　
　

一（
平　

舘
）

　
　

□
訓
練
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

村
上　

勝
春（
飯
豊
上
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

榊
原　

泰
男（
谷
津
作
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

吉
田　

重
成（
飯
豊
上
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

吉
田　
　

覚（
上
羽
出
庭
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

先
﨑　

宏
之（
中    

通
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

二
瓶　

一
芳（
上
羽
出
庭
）

　
　

□
庶
務
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

横
田　
　

巧（
湯    

沢
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

宗
像　

勇
吉（
菖
蒲
谷
）

　
　
□
第
１
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

長
谷
川
政
行（
本    

町
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

先
﨑　

裕
一（
大    

八
）

　
　

　
　

　
　

□
第
２
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

森
田　

純
一（
平    

舘
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

西
山　

英
一（
平    

舘
）

　
　

□
第
３
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

瀬
谷　

宗
平（
雁
股
田
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

吉
田　

勇
一（
小
野
山
神
）

　
　

□
第
４
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

村
上　
　

健（
飯
豊
下
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

萱
森　

悠
司（
飯
豊
上
）

　
　

□
第
５
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

先
﨑　

真
弥（
吉
野
辺
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

佐
藤　

正
和（
浮    

金
）

　
　

□
第
６
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

永
山　

一
悳（
夏    
井
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

大
竹　

美
博（
夏    
井
）

　
　

□
第
７
分
団

　
　
　
　

分
団
長　
　
　

上
遠
野
芳
勝（
和
名
田
）

　
　
　
　

副
分
団
長　
　

吉
田　

正
宏（
塩
庭
二
区
）

小
野
町
消
防
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式

　

平
成
27
年
度
小
野
町
消
防
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
16

日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ
、
渡
邊
団
長
か
ら
各
行
政
区
の

消
防
協
力
隊
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
協
力
隊
と
は
、
消
防
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
み
、

平
日
昼
間
の
消
防
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
補
う
た
め
結
成
さ

れ
て
い
る
組
織
で
す
。
各
行
政
区
の
消
防
協
力
隊
長
は
次
の
方
々

で
す
。

 

各
行
政
区
消
防
協
力
隊　

隊
長（
敬
称
略
）

　

佐
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賢
一（
本

町
）　

長
窪　

三
男（
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町
）

　

斉
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勝（
仲

町
）　

古
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安
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町
）

　

先
﨑　

善
次（
大

八
）　

近
野　

高
弘（
荒    

町
）

　

宍
戸　

久
義（
中

通
）　

秋
山　

義
貞（
平    

舘
）

　

佐
藤　

房
男（
谷
津
作
）　

矢
吹　

徳
光（
小
野
赤
沼
）

　

矢
内　

英
利（
菖
蒲
谷
）　

小
野　
　

勲（
雁
股
田
）

　

先
﨑　

順
治（
皮
籠
石
）　

宗
像　

傳
喜（
飯
豊
上
）

　

会
田　

良
一（
飯
豊
中
）  　

   
   

吉
田　

忠
良（
飯
豊
下
）

　

先
崎　

照
雄（
吉
野
辺
）  　

  
   

宗
像　
　

智（
浮

金
）

　

折
笠　

一
郎（
小
戸
神
） 　

  
   

郡
司　

浩
光（
小
野
山
神
）

　

平
野　

洋
一（
夏

井
）   

   

石
井　

秀
行（
南
田
原
井
）

　

阿
久
津
清
次（
湯

沢
）         

   

鈴
木　

章
己（
塩
庭
一
区
）

　

大
竹　

健
一（
塩
庭
二
区
）　    

   
大
竹　

勝
徳（
上
羽
出
庭
）

　

吉
田　

公
一（
和
名
田
）
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阿
久
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鈴
木　

章
己（
塩
庭
一
区
）

　

大
竹　

健
一（
塩
庭
二
区
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大
竹　

勝
徳（
上
羽
出
庭
）

　

吉
田　

公
一（
和
名
田
）

小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

平
成
27
年
度
小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
が
４
月
26

日
、
小
野
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

統
監
で
あ
る
大
和
田
町
長
の
検
閲
開
始
の
号
令
の
後
、

ラ
ッ
パ
隊
、
第
１
か
ら
３
中
隊
、
車
輌
隊
の
順
で
通
常
点

検
を
受
け
、
参
加
団
員
と
全
車
輌
に
よ
る
分
列
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
分
団
対
抗
の
小
隊
訓
練
が
行
わ
れ
、
優
勝
の

緑
川
杯
に
は
第
３
分
団
、
準
優
勝
の
吉
沢
杯
に
は
第
７
分

団
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
各
分
団
と
も
、
指
揮
者
の
号
令
に

合
わ
せ
約
20
名
の
団
員
に
よ
る
小
隊
が
、
き
び
き
び
し
た

動
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
の
講
評
訓
示
で
は「
日
頃
か
ら
の
警
戒
活
動

や
、
災
害
の
応
急
対
応
な
ど
の
懸
命
な
活
動
に
対
し
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
機
材
器
具
の
点
検
整

備
を
怠
ら
ず
、
技
術
の
練
磨
に
精
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。」と
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
中
に
、
昨
年
度
に
防
火
水
槽
の
敷
地
の
た
め
、
貴
重

な
土
地
を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
今
泉
武
さ
ん（
飯
豊

中
）及
び
本
年
３
月
31
日
付
け
で
退
団
さ
れ
た
消
防
団
幹

部
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
検
閲
に
は
昨
年
度
結
成
さ
れ
た
こ
ま
ち

女
性
消
防
隊
か
ら
28
名
が
参
加
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た
来
賓

か
ら
労
い
と
、
今
後
の
活
動
へ
の
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り

ま
し
た
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
起
こ
り
ま
す
。
大

切
な
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
扱

い
な
ど
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 消防施設敷地ご寄付に対する感謝状贈呈者 ◇
　今 泉 　武  様　（大字飯豊字沼ノ作地内　防火水槽敷地）

◇ 退職消防団幹部感謝状贈呈者 ◇
※班長以上経験者への感謝状

№ 階　　　　級 氏　名 行政区
1 前　第１分団　　　分団長 橋本　浩一 反  町
2 前　第２分団　　　分団長 吉田　裕一 谷津作
3 前　第３分団　　　分団長 西牧　宏幸 小野赤沼
4 前　第５分団　　　分団長 西牧　澄雄 浮  金
5 前　第２分団２班　班長 先崎　寿憲 中  通
6 前　第５分団３班　班長 大和田　勉 浮  金
7 前　第５分団５班　班長 遠藤　正広 浮  金
8 前　第６分団１班　班長 今泉　安勝 夏  井
9 元　第６分団　　　副分団長 三輪　邦男 夏  井

10 元　第１分団４班　班長 吉田　好宏 反  町
11 元　第３分団１班　班長 村上　博紀 小野赤沼
12 元　第４分団２班　班長 大方　宣助 飯豊上
13 元　第４分団３班　班長 長窪　雅己 飯豊中
14 元　第４分団３班　班長 長窪　正和 飯豊中
15 元　第４分団５班　班長 大方　一郎 小戸神
16 元　第６分団４班　班長 松本　大樹 湯  沢
17 元　第７分団２班　班長 常恒　栄美 塩庭二区

◇ 退職消防団消防庁長官表彰（銀杯）受賞者 ◇
※15年以上在籍した消防団員（退団は1昨年度）

№ 階　　　　級 氏　　名 行政区
1 元　団長 猪狩　信男 平  舘
2 元　訓練分団　　　分団長 松本　稔城 上羽出庭
3 元　第２分団２班　班長 島本　訓治 中  通
4 元　第２分団４班　班長 伊藤　博之 谷津作
5 元　第４分団１班　班長 先崎　善重 飯豊上
6 元　第７分団１班　班長 草野　政氏 塩庭一区
7 元　第７分団３班　班長 草野　　豊 上羽出庭
8 元　第１分団１班　団員 矢吹　昌之 本  町
9 元　第２分団３班　団員 遠藤　喜之 平  舘

10 元　第２分団３班　団員 中茎　　明 平  舘
11 元　第５分団２班　団員 郡司　慎矢 吉野辺

（敬称略）

小隊訓練の様子（第４分団）

ラッパ隊

車両隊
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行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
10
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
区
長
は
、
各
行
政
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
、
町
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
行
政

区
内
の
ま
と
め
役
、
町
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
１
年
間
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
行
政
区
長
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
区
長
会
の
席
上
で
、
区
長
会
役
員
が
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長　

中
野
正
喜（
皮
籠
石
）

副
会
長　

阿
部
徳
夫（
本　

町
）

　

〃　
　

石
井　

満（
吉
野
辺
）

　

〃　
　

松
本
幸
一（
湯　

沢
）

幹　

事　

会
田　

功（
仲　

町
）　

◆ 行政区長名簿（敬称略）
行 政 区 氏　名
本 　 町 阿部　徳夫
横 　 町 鈴木　勝男
仲 　 町 会田　　功
反 　 町 横田　久雄
大 　 八 先﨑　文男
荒 　 町 矢吹今朝男
中 　 通 竹川　庄吉
平 　 舘 亀田　憲弘
谷 津 作 松本　正壽
小 野 赤 沼 村上　裕章
菖 蒲 谷 宗像　利男
雁 股 田 吉田　文男
皮 籠 石 中野　正喜
飯 豊 上 吉田　範保
飯 豊 中 二瓶　育雄
飯 豊 下 村上　　一
吉 野 辺 石井　　満
浮 　 金 石井　愼市
小 戸 神 國分　良明
小 野 山 神 吉田　良一
夏 　 井 吉田　恭正
南 田 原 井 根本　幹夫
湯 　 沢 松本　幸一
塩 庭 一 区 大竹　清一
塩 庭 二 区 堺　　英夫
上 羽 出 庭 会田　友幸
和 名 田 吉田　幸一

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱

　

総
務
省
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
小
野
町
担
当
の

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
場
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関

係
行
政
機
関
な
ど
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

　

過
足　

義
夫 

氏　

浮
金
字
宇
東
50
番
地　

　

☎
７
３
︲
２
５
１
５

○
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
カ
月
間
は「
福
島

さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
す
。
町
で

は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
併
せ
て
、
次
の
と

お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

５
月
26
日
㊋

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】

役
場
第
3
会
議
室

（
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

農
作
物
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守
る
！
　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
隊
員
を
委
嘱

行
政
区
長
27
名
に

　
　
　
委
嘱
状
を
交
付
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◆ 集落農政推進協議会長名簿（敬称略）
行 政 区 氏　　名
大 　 八 大樂　嘉家
谷 津 作 郡司　正春
小 野 赤 沼 村上　　進
菖 蒲 谷 吉田　　尊
雁 股 田 小野　博康
皮 籠 石 村上　勝徳
飯 豊 上 郡司　聖貴
飯 豊 中 会田　平次
飯 豊 下 吉川　良隆
吉 野 辺 郡司　通徳
浮 　 金 佐藤　安憲
小 戸 神 三本松高夫
小 野 山 神 橋本　光治
夏 　 井 割谷　　功
南 田 原 井 根本　孝夫
湯 　 沢 松本　啓久
塩 庭 一 区 大竹今朝市
塩 庭 二 区 佐川　佳詞
上 羽 出 庭 國府田　孝
和 名 田 宗像　　一

　

平
成
27
年
度
集
落
農
政
推
進
協
議
会
会
長
の

委
嘱
状
交
付
式
が
4
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
と
農
家
と
の
連
絡
調
整
役

と
し
て
、
ま
た
各
集
落
内
に
お
け
る
農
林
事
業

の
推
進
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

各
集
落
の
会
長
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
会
議
の
席
上
で
協
議
会
の
役
員
が
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
会　　
長　

佐
藤　

安
憲

　

副 

会 

長　

小
野　

博
康

　

　
松
本　

啓
久

集
落
農
政
推
進
協
議
会
会
長
を
委
嘱

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
隊
員
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
８
日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

実
施
隊
員
31
名
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
交
付
式
終
了
後
、
田
村
警
察
署
小
野

分
庁
舎
に
よ
る
事
故
防
止
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

実
施
隊
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
カ
モ
な
ど
有
害

鳥
獣
を
銃
器
や
ワ
ナ
を
利
用
し
て
捕
獲
し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
各
行
政
区
長

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
に
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
嘱
さ
れ
た
隊
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
実
施
隊
役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

農
作
物
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守
る
！
　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
隊
員
を
委
嘱

◆
小
野
新
町
分
会

　

松
本　

正
壽　
　

村
上　

大
二

　

大
内　
　

昇　
　

先
﨑　

直
人

　

猪
狩　

安
男　
　

伊
藤　
　

勝

　

伊
藤　
　

実

◆
飯
豊
分
会

　

西
牧　

金
吉　
　

先
﨑　

久
幸

　

大
和
田
不
二
男　
　

村
上　

敏
勝

　

佐
藤　

正
作　
　

郡
司　

節
男

　

村
上　
　

久　
　

村
上　
　

一

◆
夏
井
分
会

　

吉
田　
　

孝　
　

西
牧　

芳
徳

　

吉
田　

鐵
雄　
　

木
村　

伸
和

　

宗
像　

喬
司　
　

阿
久
津
清
次

◆
菖
蒲
谷
分
会

　

佐
藤　
　

仁　
　

中
野　

正
喜

　

小
川　

昭
雄　
　

田
邉　

繁
俊

　

矢
吹　

市
雄　
　

鈴
木　

昭
一

　

先
﨑　

博
之　
　

宗
像　
　

浩

　

矢
吹　
　

茂　
　

吉
田　
　

亘

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

隊　

長　
　

中
野　

正
喜

副
隊
長　
　

西
牧　

金
吉

事
務
局　
　

松
本　

正
壽

会　

計　
　

吉
田　
　

孝　
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ま
た
小
野
町
は
全
国
と
比
較
し
、
子
供

の
虫
歯
保
有
率
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
む
し
歯
予
防
に
は
、
食
と
歯
み
が
き

習
慣
が
最
も
大
切
で
す
が
、
町
で
は
、
今

年
度
か
ら
２
歳
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に

「
フ
ッ
素
塗
布
事
業
」を
行
い
ま
す
。
対
象

者
の
方
に
は
受
診
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
健
康
福
祉
課　

☎
７
２
︲
６
９
３
４

　
（
敬
称
略
）

　

吉
田　

颯
汰（
仲　

町
）　

　

矢
内　

珂
伊（
菖
蒲
谷
）

　

舞
木　
　

海（
仲　

町
）　

　

佐
藤　

麻
陽（
荒　

町
）　

　

先
﨑　

妃
菜（
浮　

金
）

　

郡
司　

佳
純（
飯
豊
下
）

　

春
日
琉
美
弥（
浮　

金
）　　

　

島　
　

優
希（
反　

町
）

　

武
田
恋
々
瑠（
夏　

井
）

　

吉
田　

一
咲（
小
野
山
神
）

　

宗
像　

悠
樹（
荒　

町
）　

　

佐
藤　
　

匠（
仲　

町
）

　

蒲
生　

怜
音（
谷
津
作
）

　

結
城　
　

漣（
谷
津
作
）

　

常
恒　

琉
花（
小
野
山
神
）

　

加
藤
清
一
郎（
荒　

町
）　　

　

先
﨑　

蒼
太（
夏　

井
）

　

岩
塚　

結
咲（
湯　

沢
）

　

先
﨑　
　

旭（
小
野
赤
沼
）

　

吉
田　

心
菜（
谷
津
作
）

良
い
歯
の
表
彰
お
め
で
と
う
！

　

３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式
が
３
月
25
日
、
母
子
健

康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
平
成
26
年
度
後
期
に
町
の

３
歳
児
健
診
を
受
け
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
20
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
町
長
よ
り
受
賞
児
童
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

　

川
内
村
在
住
で
、
北
海
道
と
川
内
村
の
家
具
工
場
で
家
具
職
人
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
長
田
哲
史
さ
ん
が
、
小
野
町
で
新
た
に
家
具
工
房
を
開
き

ま
し
た
。

　

長
田
さ
ん
の
家
具
工
房
は
、
本
年
３
月
ま
で「
小
野
町
図
書
館
分
館
」と

し
て
利
用
し
て
い
た「
旧
羽
出
庭
つ
く
し
児
童
園
」の
敷
地
と
建
物
を
利
用

し
て
開
設
し
ま
し
た
。

　

長
田
さ
ん
は
、
独
立
の
た
め
、
工
場
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
川
内
村

の
家
具
工
場
を
昨
年
退
職
し
、
工
房
を
開
く
た
め
の
物
件
を
探
し
て
い
る

中
で
、
建
物
の
大
き
さ
、
周
辺
環
境
な
ど
、
長
田
さ
ん
の
希
望
に
合
っ
た

「
旧
羽
出
庭
つ
く
し
児
童
園
」で
の
工
房
開
設
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
図
書
館
分
館
と
し
て
の
利
用
状
況
、
町
有
財
産
の
利
活
用
と

い
っ
た
観
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
長
田
さ
ん
へ
の
施
設
の
貸
し
付
け
を

決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
旧
羽
出
庭
つ
く
し
児
童
園
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
具
工
房
開
設
！

　

４
月
６
日
に
工
房
開

設
の
報
告
の
た
め
町
長

室
を
訪
れ
た
長
田
さ
ん

は
、「
住
宅
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
家
具
製
造
を
受

注
し
な
が
ら
、
施
設
の

一
部
を
使
用
し
て
、
制

作
し
た
家
具
の
展
示
な

ど
も
行
っ
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

中
山
次
男
さ
ん
、
認
定
農
業
者
に

吉
田
仁
さ
ん
、
認
定
新
規
就
農
者
に

町
長
か
ら
認
定
書
を
交
付

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱
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ま
た
小
野
町
は
全
国
と
比
較
し
、
子
供

の
虫
歯
保
有
率
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
む
し
歯
予
防
に
は
、
食
と
歯
み
が
き

習
慣
が
最
も
大
切
で
す
が
、
町
で
は
、
今

年
度
か
ら
２
歳
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に

「
フ
ッ
素
塗
布
事
業
」を
行
い
ま
す
。
対
象

者
の
方
に
は
受
診
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
健
康
福
祉
課　

☎
７
２
︲
６
９
３
４

　
（
敬
称
略
）

　

吉
田　

颯
汰（
仲　

町
）　

　

矢
内　

珂
伊（
菖
蒲
谷
）

　

舞
木　
　

海（
仲　

町
）　

　

佐
藤　

麻
陽（
荒　

町
）　

　

先
﨑　

妃
菜（
浮　

金
）

　

郡
司　

佳
純（
飯
豊
下
）

　

春
日
琉
美
弥（
浮　

金
）　　

　

島　
　

優
希（
反　

町
）

　

武
田
恋
々
瑠（
夏　

井
）

　

吉
田　

一
咲（
小
野
山
神
）

　

宗
像　

悠
樹（
荒　

町
）　

　

佐
藤　
　

匠（
仲　

町
）

　

蒲
生　

怜
音（
谷
津
作
）

　

結
城　
　

漣（
谷
津
作
）

　

常
恒　

琉
花（
小
野
山
神
）

　

加
藤
清
一
郎（
荒　

町
）　　

　

先
﨑　

蒼
太（
夏　

井
）

　

岩
塚　

結
咲（
湯　

沢
）

　

先
﨑　
　

旭（
小
野
赤
沼
）

　

吉
田　

心
菜（
谷
津
作
）

認定を受けた中山次男さん（中央）、吉田仁さん（右から
２番目）と同席した長谷川栄伸会長（左）、郡司昇会長（右）

　

中
山
次
男
さ
ん（
菖
蒲
谷
）に
対
す

る
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
の
交

付
式
が
３
月
26
日
、
小
野
町
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
の
長
谷
川
栄

伸
会
長
と
小
野
町
認
定
農
業
者
会
の

郡
司
昇
会
長
出
席
の
も
と
、
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
農
業
経
営
改
善
計
画
に
は
、

農
業
経
営
の
プ
ロ
を
目
指
す
農
業
者

の
５
年
先
を
見
据
え
た
経
営
改
善
計

画
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
町
が
認
定

し
、
各
種
農
業
関
係
機
関
や
農
業
委

員
会
が
と
も
に
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　

今
回
の
計
画
に
は
、
水
稲
と
小
麦

栽
培
の
規
模
拡
大
を
目
標
と
し
た
経

営
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
吉
田
仁
さ
ん（
飯
豊
上
）に
対

す
る
青
年
等
就
農
計
画
認
定
書
の
交

付
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
青
年
等
就
農
計
画
に
は
、
新

た
に
農
業
経
営
に
取
り
組
も
う
と
す

る
青
年
等
の
５
年
先
を
見
据
え
た
就

農
計
画
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
町
が

認
定
し
、
認
定
さ
れ
た
新
規
就
農
者

に
対
し
重
点
的
な
措
置
を
講
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
計
画
に
は
、
露
地
野
菜
を

栽
培
す
る
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

兼
業
農
家
が
多
く
を
占
め
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
で
、
や
る
気
と
能
力

の
あ
る
農
業
者
の
先
駆
者
と
し
て
、

中
山
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
４
月
24
日
に
行
わ
れ
、
町
長
及
び
自

衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
募
集
課
長
か
ら
、
柏
原
康
男
さ
ん（
本
町
）と
西

牧
義
和
さ
ん（
小
野
赤
沼
）の
お
二
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
、
自
衛
隊
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
自
衛
隊
に
関

す
る
正
し
い
認
識
の
普
及
活
動
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

中
山
次
男
さ
ん
、
認
定
農
業
者
に

吉
田
仁
さ
ん
、
認
定
新
規
就
農
者
に

町
長
か
ら
認
定
書
を
交
付

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

委嘱を受けた柏原康男さん（右から２番目）、西牧義和さん（中央）
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　４月10日に行われた行政区長会の席上で、平成26年度献血目標を達成された９行政区に謝礼
の贈呈を行いました。皆さんのご協力に紙上より厚く御礼申し上げます。
　平成26年度献血実施状況と平成27年度献血目標本数は表１のとおりです。また５月以降の献
血日程は表２のとおりです（詳細は回覧および広報でお知らせします）。
　尊い生命を救うため、今年度も皆さんのご協力をよろしくお願いします。　　　　　　　　
問健康福祉課　☎72-6934
◆献血目標達成行政区
　横町・大八・中通・皮籠石・飯豊上・吉野辺・浮金・夏井・塩庭二区

26年度 27年度

目標 実績 達成率 目標
200ml 32 22 68.8％ 22
400ml 264 226 85.6％ 241

計 296 248 83.8％ 263

表１  26年度献血実施状況および27年度目標
単位：本

年 月　　日

27

　　5月18日 ㊊
　　6月24日 ㊌
　　9月26日 ㊏
　  11月  1日 ㊐

28 　　1月25日 ㊊
　　2月18日 ㊍

表2  平成27年度献血日程

ご寄付ありがとうございました

　小野町グラウンドゴルフ協会から、年間を通し
会員の皆さんから募った浄財を「町の社会福祉の増
進に役立ててください」と小野町社会福祉協議会に
ご寄付いただきました。
　寄付金は協会総会の席上で、会長の佐藤信忠さ
んより小野町社会福祉協議会長の町長に手渡され
ました。
　ご厚意に対し紙上より厚く御礼申し上げます。

献血にご協力ありがとうございました！
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　白石チカヱさん（谷津作）と石塚光子さん（仲町）のお二人が、４月にめでたく満百歳の誕生日を迎えら
れ、親族や関係者同席のもと、百歳賀寿贈呈式が行われました。
　贈呈式では、町から賀寿と敬祝金、福島県からは県知事賀寿ならびに木杯、町議会および町社会福祉
協議会からは花束が贈られました。このほか、親族のみなさんからも花束などが贈呈されました。
　いつまでも健康でお幸せに長生きされますよう心からお祈りいたします。
　※写真については、本人の承諾があった方のみ掲載しております。

　３月23日から26日まで、日本スポーツ吹矢協会
福島県南支部長の石神弘氏を講師として、当町初
となるスポーツ吹矢講習会が町民体育館において
開催されました。
　参加者全員が初体験で、一つひとつの姿勢や動
作に戸惑いながらもコツを掴むとある程度狙った
所に命中させることが出来るようになり、試合形
式の練習は大変白熱していました。
　このスポーツは、集中力や精神力を磨くことがで
き、腹式呼吸を行うことによる腹筋力の向上や血液
循環が促進され内臓器官が活性化するなど健康増進
を図ることができます。また子供から高齢者まで、
年齢を問わず楽しめるのも魅力の一つです。
　今後ニュースポーツとして、講習会や体験会を
実施できるよう準備を進めます。　　　
問町民体育館　☎72–2518

■スポーツ吹矢講習会を開催しました
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地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の

３
な
ら
び
に
小
野
町
財
政
状
況

の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
26

年
度
下
半
期
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
上
半
期
の
補
正

予
算
と
収
入
お
よ
び
支
出
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

広
報「
お
の
ま
ち
」11
月
号
で
公

表
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
平
成

26
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
半
期
に
お
け
る
各
会
計
の

補
正
予
算
お
よ
び
収
入
・
支
出

の
状
況
は
、
第
１
表
・
第
２
表

の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
当

初
45
億
６
千
万
円
で
編
成

し
、
そ
の
後
の
補
正
で
９
月

末
で
は
50
億
５
７
７
万
６
千

円
と
な
り
、
そ
の
後
の
補
正

を
経
て
最
終
予
算
は
54
億
７
，

７
５
６
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

下
半
期
に
お
け
る
一
般
会
計

の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

第
３
表
の
と
お
り
で
す
。

一　般　会　計（歳入）
第１表

単位：千円

区　　　　　分 9月末予算額 補正予算額 
（3月まで） 予算額計

継 続 費 及 び 
繰 越 事 業 費 

繰越額
予 備 費 及 び 

流用増減 累計 3月末現在 
支出済額

支出率 
（％）

1 議 会 費 88,894 △ 329 88,565 0 0 88,565 87,276 98.5 
2 総 務 費 586,003 10,555 596,558 0 0 596,558 472,841 79.3 
3 民 生 費 1,307,246 △ 21,401 1,285,845 83,990 3,041 1,372,876 1,033,511 75.3 
4 衛 生 費 629,778 17,558 647,336 0 0 647,336 543,418 83.9 
5 労 働 費 1,723 0 1,723 0 0 1,723 1,242 72.1 
6 農 林 水 産 業 費 264,332 69,068 333,400 2,509 0 335,909 226,753 67.5 
7 商 工 費 54,582 52,207 106,789 0 0 106,789 49,058 45.9 
8 土 木 費 402,329 3,175 405,504 96,641 558 502,703 392,455 78.1 
9 消 防 費 275,314 △ 3,149 272,165 0 0 272,165 263,100 96.7 

10 教 育 費 690,606 5,325 695,931 47,621 0 743,552 598,419 80.5 
11 災 害 復 旧 費 26,783 △ 889 25,894 39,900 0 65,794 44,671 67.9 
12 公 債 費 470,329 △ 2,121 468,208 0 0 468,208 467,180 99.8 
13 諸 支 出 金 175,872 345,647 521,519 0 0 521,519 50,143 9.6
14 予 備 費 31,985 △ 3,857 28,128 0 ▲ 3,599 24,529 0 0.0 

歳出合計 5,005,776 471,789 5,477,565 270,661 0 5,748,226 4,230,067 73.6

（歳出）

平成 26年度下半期

財政状況

区　　　　　分 9月末予算額 補正予算額 
（3月まで） 予算額計

継続費及び繰
越事業費繰越

財源充当額
累計 3月末現在 

収入済額
収入率 
（％）

1 町 税 940,038 18,700 958,738 0 958,738 930,484 97.1 
2 地 方 譲 与 税 63,000 532 63,532 0 63,532 63,532 100.0 
3 利 子 割 交 付 金 1,800 46 1,846 0 1,846 1,846 100.0 
4 配 当 割 交 付 金 1,300 3,906 5,206 0 5,206 5,206 100.0 

5 株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金 200 2,552 2,752 0 2,752 2,752 100.0 

6 地 方 消 費 税 交 付 金 119,000 △ 747 118,253 0 118,253 118,253 100.0 
7 ゴルフ場利用税交付金 3,600 △ 511 3,089 0 3,089 3,090 100.0 
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 8,000 533 8,533 0 8,533 8,533 100.0 
9 地 方 特 例 交 付 金 1,296 0 1,296 0 1,296 1,296 100.0 

10 地 方 交 付 税 2,067,181 208,389 2,275,570 0 2,275,570 2,275,570 100.0 
11 交通安全対策特別交付金 1,100 △ 77 1,023 0 1,023 1,023 100.0 
12 分 担 金 及 び 負 担 金 22,043 1,385 23,428 0 23,428 24,562 104.8 
13 使 用 料 及 び 手 数 料 69,363 △ 16 69,347 0 69,347 72,142 104.0 
14 国 庫 支 出 金 358,261 41,913 400,174 100,544 500,718 356,830 71.3 
15 県 支 出 金 438,697 77,353 516,050 14,191 530,241 311,837 58.8 
16 財 産 収 入 11,550 49,922 61,472 0 61,472 57,831 94.1 
17 寄 付 金 252 927 1,179 0 1,179 1,401 118.8 
18 繰 入 金 309,984 △ 29,817 280,167 0 280,167 280,167 100.0 
19 繰 越 金 137,875 0 137,875 135,026 272,901 272,901 100.0 
20 諸 収 入 24,776 82,599 107,375 0 107,375 104,320 97.2 
21 町 債 426,460 14,200 440,660 20,900 461,560 20,800 4.5 

歳入合計 5,005,776 471,789 5,477,565 270,661 5,748,226 4,914,376 85.5 

単位：千円
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会　　計　　名 9月末予算額 補正予算額 
（3月まで）

繰越事業費 
繰越額 累　　計

歳　　入 歳　　出
3月末現在 
収入済額

収入率 
（％）

3月末現在 
支出済額

支出率 
（％）

国民健康保険特別会計 1,407,836 ▲ 8,178 0 1,399,658 1,149,202 82.1 1,262,671 90.2 
後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 107,335 45 0 107,380 101,801 94.8 103,288 96.2 

除染対策事業特別会計 934,850 ▲ 250,139 106,374 791,085 398,570 50.4 485,867 61.4 
介 護 保 険 特 別 会 計 1,090,150 36,890 85,782 1,212,822 1,001,917 82.6 1,076,156 88.7 
介 護 保 険 サ ー ビ ス
事 業 特 別 会 計 3,500 0 0 3,500 2,929 83.7 50 1.4 

浄 化 槽 整 備 推 進 事 業
特 別 会 計 71,480 ▲ 743 0 70,737 32,318 45.7 51,806 73.2 

文 化・ 体 育 振 興 基 金
特 別 会 計 3,282 468 0 3,750 3,752 100.1 3,531 94.2 

第２表 特　別　会　計

科　　目 9月末予算額 補正予算額 
（3月まで） 累　　計

歳　　入 歳　　出
3月末現在 
収入済額

収入率 
（％）

3月末現在 
支出済額

支出率 
（％）

収 益 的 収 入 160,458 3,785 164,243 167,151 101.8
収 益 的 支 出 158,150 2,829 160,979 151,662 94.2 
資 本 的 収 入 75,734 1,000 76,734 77,721 101.3 
資 本 的 支 出 184,004 ▲ 8,086 175,918 172,614 98.1 

単位：千円

単位：千円水道事業会計

区　　　分 事　業　内　容 補正額

総　務　費
「地方版総合戦略」策定事業
【地域住民生活等緊急支援事業（地方創生先行型）】 10,000 

衆議院議員総選挙費 6,281 

衛　生　費 公立小野町地方綜合病院企業団負担金 35,499 

農林水産業費
農業系汚染廃棄物処理事業（業務委託料） 82,000 

森林整備加速化・林業再生交付金事業 22,000 

商　工　費

小野町街路灯LED整備事業補助金 10,334 

小野町プレミアム付商品券事業 
　【地域住民生活等緊急支援事業（地域消費喚起・生活支援型）】 28,000 

まちめぐり観光誘客事業 
　【地域住民生活等緊急支援事業（地方創生先行型）】 11,400 

土　木　費
右支夏井川河川改修事業 13,000 

屋根付き運動施設建設事業（設計委託料） 10,957 

教　育　費
就学相談支援事業 
　【地域住民生活等緊急支援事業（地方創生先行型）】 7,061 

放課後子ども活動環境整備事業 4,393 

諸支出金
公共施設等建設準備基金積立金 140,416 

減債基金積立金 50,000 

一般会計において、3,000千円以上の増額補正を行った主なもの
単位：千円第３表

下半期補正予算（歳出）の主な内容

学校、幼児教育施設にエアコ
ンが設置されました！

車載式融雪剤散布機
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　入学式が４月９日、110人の新入生たちを迎え執り行われました。渡辺譲治校長からは、「自然や人
に恵まれた小野高校で、社会を背負って立つような人材となってほしい」との式辞がありました。
　新入生の皆さん「夢をカタチに」できるよう、さまざまなことにチャレンジして充実した高校生活を
送ってください。

   対面式・生徒会オリエンテーションが４月10日、行われました。
　２・３年生の先輩方による、学校行事紹介や部活動紹介に、１年生たちは時に笑顔で、時に真剣に
聞き入っていました。一日も早く高校生活に慣れ、小野高生の一員として一丸となって頑張っていっ
てほしいと思います。

真新しい制服に身を包み緊張した表情の新入生新入生誓いの言葉（３組 新妻優香さん）

生徒会役員紹介

弓道部による秀麗な演武

吹奏楽による軽快な演奏

在校生の工夫を凝らした部活動紹介に
大興奮の１年生

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  0247-72-3171　FAX  0247-72-6211
http://www.ono-h.fks.ed.jp

小野高通信
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